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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。
。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月 1日



民生費
1. 971. 079 
24.9% 

L一一労働置 11，5160.1%

基金
財政調整基金
国保事業財政調整基金
土地開発基金
国営土地改良支払基金
奨学資金貸付基金
国鉄瀬棚線代替輸送確保基金
減 償基金
高林文庫基金
ふるさと創生基金
文化センタ 建設基金
地織福祉基金
農地流動化対策資金貸付基金
中山間ふるさと水と土保全基金
河川環境保全基金
丹羽文庫基金
簡水財政調整基金

予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
行
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。

平
成
8
年
度
決
算
は
、

総
合
福
祉
施
設
建
設
事
業
、
経
営
基
盤
確

立
農
業
情
造
改
善
事
業
、
地
域
調
整
推
進
事
業
、
曙
団
地
公
営
住
宅

建
替
事
業
、
春
日
井
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、
中
里
川
沿
地

区
ふ
る
さ
と
緊
急
農
道
整
備
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
投
資
的
経
費
は
総

額
お
億
6
千
2
百
幻
万
8
千
円
で
歳
出
の
必
・

5
%
を
占
め
る
積
極

的
な
予
算
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
第
4
固
定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
経
常
経
費
の
削
減
に
つ
と
め
、
明
る
い

町
。つ
く
り
を
目
指
し
て
、
福
祉
の
向
上
、
産
業
基
盤
の
充
実
、
町
道

の
整
備
と
町
民
の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
当
初
の
計
画
ど
お
り
執

行
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、

知
ら
せ
し
ま
す
。

~R 

1
年
間
の
決
算
内
容
を
、グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
お

概要
1，097，208円
町税 81，522円)

1，093，515円

一般会計町民一人

当りの決算額

入
(内

出

歳

歳

う使われた的にこ限られた財源を効果 d 

273，413千円
35， 325千円
185， 328千円
93， 696千円
51，531千円
404， 852千円
221，376千円
6，000千円
200， 000千円
377， 909千円
149，327千円
30， 000千円
10， 169千円
15，000千円
10，000千円
28， 205千円

〕
内

4〔

公債費
835， 977 
10.6% 

1.4% 。9%
0.1% 
Q.2% 。0%。0%

内

一般会計・特別会計で使われたお金

1 10億34，870千円です。
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地方交付税
3， 375， 566 
42.5% 

消防費
178，947 
2.3% 

証券・証券・
その他の権利

害回

車輔

使用料及び手数料
自動車取得税交付金
利子割交付金
繰越金
交通安全対策特別交付金
寄附壷

町慣
1. 095， 000 
13.8% 
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(千円)

dZh 3Z 計 名 歳 入 歳 出 差 号| 額

国保特別会計事業勘定 793， 771 754， 970 38，801 

簡易水道事業特別会計 151， 106 144，845 6，261 

老人保健特別会計 930， 395 930， 388 7 

収益的収入及び支出
総収益 総費用 差 ヲ| 額

1， 186， 996 1， 158， 119 28， 877 

国保特別会計施設勘定
資本的収入及び支出

~lZ 入 支 出 差 号| 額

61， 275 115，366 ム 54，091

、'11("-~- t--L! .L ・・・ a

(補助事業) (千円) (単独事業) (千円)

総合福祉施設建設事業 227， 966・土地・家屋購入事業 86，839 
経営基盤確立農業構造改善事業 244，410 • TVH北槍山中継局建設負担金事業 13，332 
地域調整推進事業 201，094 :総合福祉施設建設事業 810，927 
神丘南地区団体営農道整備事業 30，443・玄米バラ調整施設建設事業 80，833 
国営北檎山左岸地区かんばい事業 16， 667・肥培用水配水管移設・敷設事業 11. 124 
国営北檎山右岸地区かんばい事業 21， 273 .団体営土地改良総合整備事業 33，058 
国営東部地区農地開発事業 68，210 中里川沿地区ふるさと緊急農道整備事業 79，968 
普通林道ブイタウシナイ線開設事業 33， 109・イマヌエル地区ふるさと農道緊急整備事業 42， 583 
雪寒機 械購入 事業 19，713・神丘地区畑地帯総合土地改良事業 22， 641 
日進黄金線道路改良 ・舗装新設事業 130，000 .神丘2期地区畑地帯総合土地改良事業
春日井線防雪柵設置事業 20，000 :幾代地区農免農道整備事業 22，500 
御影光台線凍雪害防止事業 40，000・春日井地区土地改良総合整備事業 69， 554 
都市計画街路事業 70， 000・防雪柵設置取外し事業 42， 346 
後志利別川緑地運動公園造成事業 38，000 .緑幸線道路改良事業 18， 963 
|曙団地公営住宅建替事業 30， 181 加川線特改四種 事業 8，806 
下水道計画策定事業 24，000・畑の沢日進線特改四種事業 14，935 

-都市計 函街路南通線受託事業 198，041 
-手1J別地区地域交流促進農道整備事業 70，918 

〕令‘“〔

特別会計決算の状況



ロ
月
7
目
、
豊
寿
園
に
入
所
さ

れ
て
い
る
柳
襟
ヒ
シ
ヤ
さ
ん
が
満

1
0
0
歳
を
迎
え
長
寿
の
お
祝
い

金
と
し
て
村
本
町
長
よ
り
敬
老
金

が
手
波
さ
れ
ま
し
た
。

柳
津
さ
ん
は
、
明
治

ω年
に
栃

木
県
に
生
ま
れ
3
歳
の
こ
ろ
両
親

と
と
も
に
瀬
棚
町
に
開
拓
農
家
と

し
て
入
植
し
ま
し
た
。
お
歳
で
結

婚
l
男
l
女
に
恵
ま
れ
、
昭
和
位

年
に
長
男
の
柳
欄
師
毅
さ
ん
の
元
に

身
を
寄
せ
、
畑
仕
事
が
好
き
で
野

菜
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

が
、
高
齢
と
な
り
体
調
を
崩
し
、
昭

和
白
年
日
月
に
豊
寿
闘
に
入
所
、

ー
月
内
目
、
神
丘
中
台
の
古
川

ト
メ
さ
ん
は
自
宅
で
満
1
0
0
歳

を
迎
え
長
寿
の
お
祝
い
金
と
し
て

村
本
町
長
よ
り
敬
老
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

古
川
さ
ん
は
、
明
治
討
年
に
福

山
町
県
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
に
両

親
と
と
も
に
会
津
若
松
回
と
し
て

北
恰
山
町
小
倉
山
に
入
植
、
初
歳

で
利
八
さ
ん
と
結
婚
、
珍
古
辺

(
花
石
)
を
は
じ
め
夫
の
職
業
の

関
係
で
道
内
各
地
の
鉱
山
地
へ
、

夫
の
弟
が
炭
鉱
事
故
で
亡
く
な
っ

た
の
を
機
に
昭
和
8
年
に
神
丘
で

農
業
を
は
じ
め
、

ω歳
ご
ろ
ま
で• 

2 

• 

「
今
金
二
世
紀
に
向
か
っ
て
新
た
な
歴
史
づ
く
り
」

例
年
行
わ
れ
て
い
る
町
主
恨
の

新
年
交
礼
会
が
1
月
7
日
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
町
長
、
町
議
会
議
員
、

農
業
委
員
、
各
種
委
員
、
自
治
会

町
内
会
長
、
官
公
庁
の
代
表
者
、

町
幹
部
な
ど
、
釣
人
が
出
席
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
年
頭
の
挨
拶
で
は
、
総

合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
の
開

設
、
今
金
高
等
養
護
学
校
の
開
校
、

木
槍
ゃ
っ
こ
を
披
露

字1
0
0
年
記
念
事
業
等
に
つ
い
て

の
感
謝
や
お
礼
を
は
じ
め
、
今
年

は
、
基
幹
産
業
の
段
業
を
中
心
に

自
然
の
ま
ま
の
景
観
を
生
か
し
、

楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
運
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
保
健
医
療
、

福
祉
体
制
の
充
実
を
図
る
な
ど
諸

事
業
に
取
り
組
み
、
今
後
と
も
町

民
の
総
力
を
結
集
し
、

「百
年
の

1
月
6
日
今
金
消
防
団
に
よ
る

出
初
め
式
が
、
第
1
分
団
、
第
2
分

団
、
第
3
分
団
団
員
と
消
防
車
な

ど
が
参
加
し
花
石
、
種
川
、
今
金
各

地
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
閲
式
は
役
場
前
で
行
わ
れ
、

各
消
防
団
員
、
消
防
職
員
が
村
本

町
長
、
河
村
消
防
団
長
、

小
梅
消

防
長
の
観
閲
を
受
け
、
消
防
前
で

は
町
民
の
見
守
る
な
か
で
木
給
や

今
日
1
0
0
歳
の
仲
間
入
り
と
な

り
ま
し
た
。

式
で
は
、
花
束
や
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
柳
津
さ
ん
の
好
き
な
踊

り
な
ど
が
彼
露
さ
れ
、
入
所
者
な

ど
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
福
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

畑
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
4
男
3
女
、
孫
同
人
、
ひ

孫
四
人
に
恵
ま
れ
、
趣
味
の
裁
縫

や
夏
に
は
花
壇
の
草
む
し
り
な
ど

を
し
な
が
ら
現
在
は
2
男
の
利
昭

さ
ん
夫
婦
と
同
居
し
て
い
ま
す
。

お
体
に
気
を
つ
け
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。

手民主10j千村キ丈礼会感
謝
と
、
今
金
二
世
紀
に
向
か
っ

て
新
た
な
歴
史
づ
く
り
」
の
た
め
、

よ
り

一
層
の
推
進
を
図
り
た
い
と

決
意
を
新
た
に
述
べ
て
い
ま
し
た
。

っ
こ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
町
民
セ
ン
タ
ー
で
永

年
の
労
を
た
た
え
て
、
北
海
道
知

事
、
北
海
道
消
防
協
会
表
彰
な
ど

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
表
彰
と
し
て
切
年

以
上
の
勤
続
と
し
て
河
村
消
防
団

長
が
高
島
今
金
消
防
後
援
会
長
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

木
札
が
飛
び
交
う

1
月
時
日
、
今
金
町
こ
ど
も
会

連
合
会
(
大
崎
洋

一
会
長
)
主
催

の
第
7
回
百
人
一
首
大
会
が
今
金

百
人

一
首
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
総
合

体
育
館
の
武
道
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
大
会
は
、
各
地
域
か
ら
冬

休
み
の
あ
い
だ
猛
練
習
を
重
ね
た
、

小
、
中
学
生
チ
!
ム
が
参
加
し
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

各
チ
l
ム
は
3
人

-
組
と
な
り
、

予
選
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、
応
援
に
駆
け

つ
け
た
父
母
、
地
域
の
仲
間
な
ど

の
応
援
を
受
け
鋭
い
気
合
と
と
も

に
身
を
乗
り
だ
し
て
木
札
を
飛
ば

し
合
う
激
し
い
試
合
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、
初
心
者
の
部
で
は
、
父

母
ら
が
心
配
そ
う
に
観
戦
し
て
い

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
初
心
者
の
部

合
優
勝
金
原
こ
ど
も
会

-
水

野

耕

輔

(
4
年
)

・
菊
地
章
太

(
2
年
)

• • 

(4) 

会
百
人

首
大
会

一

-
伊
藤
い
ず
み

マ
小
学
生
の
部

合
優
勝
八
束
こ
ど
も
会
D

・
浜

田

隆

弘

(
4
年
)

・
讃

岐

悠

(
4
年
)

・
山
本
拓
人

(
4
年
)

マ
中
学
生
の
部

女
優
勝
今
金
中
E

・
回

中

俊

行

・
坂

井

優

季

・
川
合

政

之

(
2
年
)

(
2
年
)

(
2
年
)

(
2
年
)

熊
本
県
の
こ
ど
も
た
ち
が
来
町

n
v
F阻
h
f

し
む

今
回
で

3
回
目
と
な
る
熊
本
県

北
部
の
山
鹿
市
と
周
辺
の

5
町
で

構
成
す
る
山
鹿
鹿
本
広
域
行
政
事

務
組
合
主
催
の
地
域
間
交
流
事
業

が
ロ
月
お
日

1
幻
自
の

3
日
間
北

海
道
の
冬
を
楽
し
む
た
め
来
町
し

ま
し
た
。

一
行
は
、
小
学
校
初
校
M
名、

中
学
校
6
校
時
名
と
指
導
者
な
ど

総
勢
犯
人
が
、
福
岡
か
ら
空
路
で

函
館
ま
で
、
パ
ス
で
今
金
入
り
し
、

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
に
宿
泊
し
ま

し
た
。
初
日
に
は
、
開
会
式
が
行
わ
れ

村
本
町
長
、
地
元
中
学
生
、
児
玉

太

一
団
長
の
挨
拶
後
、
町
内
子
ど

も
達
と
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
が
行

わ
れ
、
パ
ス

3
台
に
分
乗
し
て
留

寿
都
村
の
ル
ス
ツ
ス
キ

l
場
へ
出

発
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
で
は
、
今
金
町
ス
キ

ー
連
盟
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
り
ス
キ
!
指
導
な
ど
町
内
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
山
鹿
鹿
本
広
域

行
政
事
務
総
合
が
荻
野
吟
子
の
夫

で
神
丘
の
開
拓
に
尽
く
し
た
志
方

之
善
の
出
身
地
と
い
う
縁
で
本
町

で
雪
国
体
験
と
交
流
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
で
交
流
会
を
行
う
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
暖
冬
続
吉
の
冨
不

足
の
た
め
会
場
を
ル
ス
ツ
ス
キ
l

場
に
変
更
し
ま
し
た
。
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新書歩くスキー
心地よい汗を流し

お年寄りに車椅子を寄贈

(肘日高公衆電話会

今金分会

歩
く
ス
キ
l
ク
ラ

ブ
(
加
藤
保
会
長
)
で

は、

1
月
印
日
デ

・

モ
l
レ
ン
広
場
を
会

場
に
新
春
恒
例
の
歩

く
ス
キ
ー
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
ク
ラ
ブ

員
ら
却
人
は
準
備
運

動
な
ど
を
行
っ
た
後

オ
ラ
ン
ダ
通
り
、
高
等
養
護
学
校
付
近
を
さ
っ
そ
う
と
歩
吉
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

室
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
季
問
、
運
動
不
足
に
な
り
ま
す
。
歩

く
ス
キ
ー
は
、
冬
の
健
康
。
つ
く
り
の
手
頃
な
ス
ポ
ー
ツ
。
あ
な
た
も
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

A
H

お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
体
育
館
8
2
2
0
2
6

t 

老
-
つ
寄
ぐ

ロ
月
日
目
、
例
日
本
公

衆
電
話
会
の
創
立
お
周
年

記
念
事
業
と
し
て
函
館
地

方
本
部
今
金
分
会
(
柴
崎

庄
次
郎
分
会
長
)
は
、
豊

寿
図
に
車
椅
子

一
台
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

会
を
代
表
し
て
柴
崎
分

会
長
よ
り

「身
体
の
不
自

由
な
お
年
寄
り
の
た
め

に
、
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
園
長
に
引
き
渡
さ
れ
ま

し
た
。• (. 

-圃-
年
生

今
年
は
幻
名
が
入
学
し
ま
す

花
石

八八八種種
束束東 J11 )11 
八
束

神神 事l'金
丘丘丘原
神
丘
今
金
今
金

今金幼稚園 年長さん

今今
金金

今
金
今
金
今
金

A 
l 

金
今
金
今
金
今
金

回河本平工辺野 田総崎田上 沼山 中国川田

月

女女女女男女男男男男女女男男男男女男男男女男女男前

保
護
者

(
祐
)
(
祐
三

(
久
信
)

(
祐
二

(
伸
之
)

(
英
樹
)

(
勝
則
)

(
勝
博
)

ご
浩
)

(
寧
)

(
民
夫
)

(
由
美
子
)

(
隆
宏
)

(
稚
義
子
)

(
俗
)
(
俊
淳
)

(勝

一
)

(
秀
世
)

(
隆
義
)

(
背
陸
{
付
)

(
芳
明
)

(昭

一
郎
)

(
幸
司
)

(
典
彦
)

今金町田B健康保健
加入者のみなさまへ
短期人間ドック(日帰り)希望者を受付いたします。

・対象者 満30歳以上の方
・受診料 11，400円(個人負担分)
・受診病院 今金町国保病院

申込期間 2月末日まで逐次受け付けております。

・申込時間 午前8時45分~午後5時15分まで
・申込先 総合福祉施設「としべつ」内

保健福祉課国保係 1":2-2780 

平成12年4月に開校する公立大学((仮称)
函館公立大学)の名称を募集して ます

。応募方法 役場に備え付けの応募用紙のほか、は

がき、封書、ファックス、電子メールでも受け付

けています。

※電話での受け付けはいたしません。

O応募締め切り
平成10年3月13日(当日消印または送信有効)
。詳しい内容のお問い合わせ及び送付先

040-0036 函館市東雲町4番13号
函館図公立大学広域迎合事務局

1": (0138) 21-3565 FAX (0138) 24-27日
電子メール new.univ@hotweb. or. jp 

槍山地織人材開発センター

愛称を募集しています

江差町内に設置されています函館高等技術専門学

院江差分校の施設が、平成10年4月より新たに恰山
地域人材開発センター(仮称)として、地域経済の

情勢変化に対応した人材育成を行うため、あらゆる

産業や一般住民を対象とした訓練 ・各種研修や講座

など職業能力開発ニーズにきめ細かく応えるために

設置されます。センターは、第3セクタ一方式によ
り運営されます。

槍山のみなさんに親しまれ、人材開発推進の中核

的施設とするための愛称を募集することといたしま

した。

0募集対象
。応募期限

O応募方法

今
金

八
重
僅

今
金

八
重
鰹

仁

木

松

本

平

原
加

藤

佐
々
木

白

井
三
津
幡

木

村
須

田

松

下
立

野

山

崎

島

田
山

北

町

w

aロ

内

海

伊

藤
竹

内

柴

田
和

田

新
家
子

蛇

名

泉

様

阿
知
波

山

崎
小

西
西

線

高

谷
小

西

メC、
金

ノ合、
-， 
金
今
金
今
金
今
金
今
金

今今
金金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金

メ入
F 

金
今
金
今
金
今
金

A 
7 

金
今
金
今
金
今
金

〆台、
7 

金
今
金
今
金

メ岳、

金

メ2、

金

冴雄弥健真隆宏す 麻真 直勇祐愛 i問 E出圭茂俊杏幸朱 (災直優和佳
み奈 奈

斗以徳絞れ|羽衣美愛也質賃梨也希祐樹樹奈平香圭古人也弥海彩香介佳

• • 男女男女女女女女女男男男女男女男男男女男女男男男男男女女女男女

(
一
男
)

(
保
)
(
明
)

(
康
弘
)

(
信
男
)

(
隆
)
(
洋
子
)

(
恭
昭
)

(
敬
仁
)

(
隆
)
(
稔
)
(
正
幸
)

(
英
樹
)

(
年
彦
)

(陽

こ

(
同
明
)

(
昭
彦
)

(
千
寿
男
)

(
義
浩
)

(
公
志
)

(
良
雄
)

(
忍
)

(
優
次
)

(
ル
ミ
)

(
伸
子
)

(

一

世

埠

)

(
憲
彦
)

(
康
友
)

(
帽
剛
志
)

(
裕
史
)

(
規
之
)

1
 
6
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倫山管内の住民

2月27日まで
ハガキに住所 ・氏名・年齢・電話番号、

「施設の名称j、「簡単な説明」を記入の

うえ応募ください。

干043-8560 江差町宇中歌IIITl93-1 
江差町役場追分商工観光根内

倫山地域人材開発センター

開設準備委員会宛

他 入選者には記念品を贈呈します。

江差町役場追分商工観光課

1":01395-2 -1020 

今
金

山
、l ，
 

山佐荒星安
藤
上

回

陶

山
佐
々
木

片

石、a
u
-

-

d

l

 

f

E

j

 

h
い

e
本
-

f

中

高

橋
河

島

山

本
高

田

海

津
田

中

浅A" 
b
車平大石寺庫

待
ち
に
待
っ
た
入
学
の
日
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
新
入
学
児
童

の
み
な
さ
ん
は
、
期
待
を
胸
に
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
学
校
で
は
、
や
さ
し
い
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
み
な
さ
ん
の

入
学
を
待
っ
て
い
ま
す
。

今
年
入
学
さ
れ
る
み
な
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。
名
前
の
も
れ
て
い

る
人
、
転
入
さ
れ
た
人
は
教
育
委

員
会
ま
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

奨学
刑lヰ51
刊I名

荒藤原町杉大助波館前高山須村天中田野吉演で竹篠平暫

回目島内木山 牟

菜亜沙 敬淳似耕地窓萌あ佑迎係和里直悠佳詩 明 書
由 太か 日喜
美織渉 太 美郎平広吾子ね 太典 平久沙樹人佑織亨香車ij

今
金

〆。、
-， 
金

A、

金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金

メミ
7 

金
今
金
今
金
今
金

メ入
1 

金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金
今
金

A -， 
金

メ。、

金

0応 募 先

川竹口木嶋田

佐 芽菜{建る邦竜桃愛紗有祐 f':i:匡拓l'irj裕冬洋友悠き将{言未
也 耶 ら
佳遼依摘朗な弘也子里加莱伎酋之亮哉太則美樹惟香ら来乃来

元崎塚場尾木田

0その
※詳細

女女女女男女男男女女女女男女男男男男男女男女女女男女女

(
明
美
)

(
誠
)
(
吉
信
)

(
幸
彦
)

(
秀
昭
)

(
英
也
)

(
春
光
)

(
米
子
)

(
康
之
)

(
同
盟
)

(
敏
弘
)

(
修
治
)

(
彰
)
(
議
)
(
勉
)
(
諸
子
)

(
照
夫
)

(
勇
ご

(
牧
人
)

(
貢
)
(
信
男
)

(
太
)
(
義
春
)

(
倫
夫
)

(
正
人
)

(
康
史
)

(
美
幸
)
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(8) 

京
都
文
化
博
物
語

E
止
の
来
た
道
」

ピ
リ
カ
遺
跡
出
土
品
、
が
展
示
ざ
れ
る
!

A

，
金
町
の
お
と
し
よ
り
の
状
況

日
本
列
島
に
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

ヒ
卜
が
住
み
つ
い
た
の
で
し
ょ
う

か
つ
最
近
の
発
見
に
よ
っ
て

ω万

年
前
の
は
る
か
な
過
去
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

ω万
年
前
と
い
え
ば
ジ

ヤ
ワ
原
人
や
北
京
原
人
と
同
じ
時

代
で
す
。
京
都
文
化
博
物
館
で

は
、
近
年
の
こ
う
し
た
め
ざ
ま
し

い
老
古
学
上
の
発
見
の
数
々
を
示

し
、
旧
石
器
時
代
の
実
像
に
せ
ま

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
標
記
の

特
別
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
特
別
展
に
本
町
ピ
リ
カ
遺

跡
出
土
の
重
要
文
化
財
を
含
む
必

点
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

美
利
河
海
牛
化
石
調
査
研
究
会

(
青
山
進
会
長
)
の
メ
ン
バ
ー

9
名
の
皆
さ
ん
が
、
昨
年
ロ
月
凶

日
に
見
学
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
印

象
に
残
っ
た
点
を
聞
き
ま
し
た
。

l
l
展
示
は
3
部
構
成
に
な
っ

て
お
り
、
第
1
部
で
は
ア
フ
リ
カ

で
人
類
が
誕
生
し
、
ヨ
ロ
ッ

パ

・
ア
ジ
ア
へ
拡
散
し
て
い
っ
た

様
子
を
豊
富
な
化
石
人
骨
を
用
い

て
説
明
し
て
お
り
、
中
で
も
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
の
使
っ
た
道
具
の
実
物

が
展
示
し
て
い
た
こ
と
が
珍
し

く
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

第
2
部
で
は
洞
窟
壁
画
や
ヴ
ィ

ー
ナ
ス
像
な
ど
の
旧
石
総
時
代
の

芸
術
作
品
が
並
べ
ら
れ
、
ア
ル
タ

ミ
ラ
洞
窟
(
ス
ペ
イ
ン
)
の
天
井

壁
画
の
再
現
は
臨
場
感
が
あ
り
、

ま
る
で
本
物
を
見
て
い
る
よ
う
で

し
た
。第
3
部
で
は
日
本
の
旧
石
器
時

代
の
化
石
や
石
器
が
展
示
さ
れ
、

最
後
の
コ
ー
ナ
ー
に
わ
が
町
の
石

器
が
ド
l
ン
と
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
大
き
さ
で
は
他
の
石
器
を

圧
倒
し
て
お
り
、
そ
の
製
作
技
術

の
高
度
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ー
ー

京
都
に
行
か
れ
た
人
た
ち
全
員

は、

6
年
前
に
ア
メ
リ
カ

・
ス
ミ

ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
ピ
リ
カ
遺
跡

の
石
器
が
展
示
さ
れ
た
時
に
渡
米

し
た
人
た
ち
で
す
。
ま
た
ひ
と
つ

博
物
館
で
の
思
い
出
が
唱
え
、
さ

ら
に
見
聞
を
広
め
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

「
高
齢
化
社
会
」
、
「
人
口
の
高

齢
化
」
と
い
う
言
葉
も
す
っ
か
り

聞
き
な
れ
た
昨
今
で
す
が
、
今
金

町
で
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
今
回
は
説
明
い
た

し
ま
す
。
「高
齢
者
」
と
は
臼
歳
以
上
の

方
の
こ
と
を
い
い
、

「高
齢
化
率
」

と
は
総
人
口
に
高
齢
者
が
占
め
る

割
合
の
こ
と
で
す
。
平
成
7
年
国

勢
調
査
で
は
、
日
本
の
高
齢
化
率

は
凶
・

8
%
、
平
均
寿
命
は
約
男

祁
歳
、
女
お
歳
で

す
。
昭
和

ω年
に
は

平
均
寿
命
が
約
男
U

歳
、
女

ω歳
で
、
寿

命
が
印
年
間
に
男

ω

歳
、
女
お
歳
の
び
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

寿
命
の
の
び
と
共
に

高
齢
化
率
も
増
え
、

昭
和
何
年
に
は
7
・

1
%
で
し
た
が
、
平

成
7
年
に
は
2
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
金
町
で

は
人
口
7
、

人
、
高
齢
者
が
l
、
6
2
5
人
、
高

齢
化
率
辺
・

3
%
と
今
金
町
民
5

人
に
1
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況

で
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
は
2
2
8
人
で
高
齢
者
の

2
・
8
%
を
占
め
、
高
齢
者
の

5

人
に
l
人
が
ひ
と
り
暮
ら
し
と
い

う
状
況
に
な
り
ま
す
。

(
平
成
9
年

ω月
1
日
)

在
宅
の
寝
た
き
り
の
方
は
川
人
、

痴
呆
症
状
の
あ
る
方
は
幻
人
、
虚

弱
高
齢
者
は

1
0
8
人
と
い
う
状

況
で
す
。(平
成
9
年
日
月
日
日
現
在
)

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
負
担
を
少

な
く
し
、
高
齢
者
の
方
の
機
能
を

維
持

・
向
上
で
き
る
よ
う
に
相
談

や
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
施
設
入
所
や
短
期
入
所
の
相

談
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

65-74歳
13~色

75歳以上
9%  

今金町の人口構成

60-64歳
7%  

他
22% 

0-59歳
71% 

V
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
T
E
L
2
2
7
8
0
)
 

ηノ
“
ハ
叫
リ

V
F
hu

• 

• 

d 

• 
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句さジ

鈴
木

ガ
ン
バ
レ
、

ガ
ン
バ
レ
、

かんた

‘天沼 幹太ちゃん
(平成7年2月3日生まれ)

神丘新興天沼寧さん、真津子さんの2男

[親から】

思いがけない事ばかりするけれど、な

ぜか最後には笑ってしまう注意っ子。

皆に親しまれる明るく元気な子になっ

てほしいです。

今金町出身

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク

ボ

ブ

ス

レ

代

表

鈴

木

寛

選

手

ボ
ブ
ス
レ
1
は
、
高
校
時
代
に

先
輩
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
大
会
で
は
凶

位
に
終
わ
り
大
学
卒
業
後
二
人
乗

り
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
転
向
し
た
昨

年
は
、
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
に
遠
征
し
競
技
の
勘
を
養
っ
て

き
ま
し
た
。

鈴
木
選
手
の
出
場
す
る
ボ
ブ
ス

レ
l
二
人
乗
り
競
技
は
、
長
野
市

街
地
北
部
の
飯
銅
山
ろ
く
の
浅
川

地
区
(
愛
称
ス
パ
イ
ラ
ル

T
M
)

で
2
月
凶
・
日
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

た
鈴
木
選
手
は
「
も
っ
て
い
る
力

を
せ
い
い
っ
ぱ
い
出
し
ま
す
の
で

応
援
し
て
下
さ
い
」
と
力
づ
よ
く

宣
言
し
て
健
闘
を
笠
っ
て
く
れ
ま

し
た
。鈴
木
選
手
の
活
躍
を
み
ん
な
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

合
ボ
ブ
ス
レ
ー
は

「氷
上
の

F
1

レ
l
ス
と
も
呼
ば
れ
、
そ
り
は
よ

り
大
き
な
ス
リ
ル
を
求
め
よ
う
と

す
る
人
々
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ァ
ク
で
は
、
男

子
だ
け
が
行
う
競
技
と
し
て
二
人

乗
り
、
四
人
乗
り
の

2
種
類
が
あ

り
、
4
回
滑
降
し
た
合
計
タ
イ
ム

で
順
位
を
競
い
、
総
延
長
1
7
0

0
メ
ー
ト
ル
の
氷
の
壁
を
ご
う
音

を
立
て
て
疾
走
し
ま
す
。
第
日
困

カ
ル
ガ
リ
ー
大
会
で
は
最
高
時
速

1
4
3
川
に
も
達
し
ま
し
た
。

長
野
コ

l
ス
で
は
、
従
来
の
競

妓
コ
ー
ス
と
遠
い
、
操
作
技
術
が

必
要
な
コ

l
ス
が
設
定
さ
れ
て
お

り
鈴
木
選
手
の
腕
の
見
せ
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

2
月
7
日
か
ら
辺
日
ま
で
長
野

県
で
開
催
さ
れ
る
第
時
四
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
で
、
今
金
町
八

東
出
身
の
鈴
木
寛
選
手
が
ボ
ブ
ス

レ
l
代
表
と
し
て
は
月
お
日
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
選
手
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
大
会
に
続
き
2
回

目
の
冬
季
大
会
で
、
今
回
は
二
人

乗
り
ボ
ブ
ス
レ
l
の
パ
イ
口
y
卜

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

2弘司畿のアイドル
かずさ

砂松吉 香津稀ちゃん
(平成8年5月30日生まれ)

御影松吉英明さん、 E優美さんの長宜

【親から】

開りが大好きで音楽がかかると 「ダン

スJrダンスj と言って問ります。
くまのプーさんが好きで毎日抱いて眠

っています。

明るくやさしい女の子になってほしい

です。

場広のなん

j

t

i

t

f

j

j

j

 

沼

田

の

患

の

怖

か

り

て

叫

鵬

に

今

村

由

井

子

治一口一

い

も

っ

と

ち

か

が

み

も

ち

b
r

ひ

と

り

居

の

最

も

小

さ

き

鋭

餅

杉

本

あ

い

附

on 

t

曾

や

は

お

り

こ

ぞ

こ

と

し

り

，

い

つ

に

な

き

着

痩

せ

の

羽

織

去

年

狭

間

十

紀

夫

王

ゆ

eい
ヲ

〈

う

か

い

で

ゆ

〈

ざ

へ

ぼ
た
ん
雪

一
句

浮

ば

す

温

泉

句

座

伊

藤

翠

女

~

あ

わ

い

ろ

〈

も

は

る

た

t
淡

色

の

雲

ひ

と

ひ

ら

や

春

立

ち

ぬ

斉

藤

み

ち

H
W
は

つ

か

が

み

う

ち

わ

ひ

ぺ

に

あ

わ

初

鏡

内

輪

に

引

け

る

紅

淡

し

芳

賀

あ

き

え

ゆ

け

む

旬

ゆ

く

え

な

じ

-
激
励
・
壮
行
会
開
催

今
金
町
出
身
者
で
2
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
代
表
に
な
っ
た
、

鈴
木
選
手
の
激
励
壮
行
会
が
新
春

明
け
早
々
の
1
月
5
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

壮
行
会
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

関
係
者
や
同
級
生
な
ど
約
別
人
が

参
加
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
臨
む

鈴
木
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

同
級
生
か
ら
花
束
を
受
け
取
っ

み

〕9
 
〔



(重点目標)

固因E回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、

自

ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第255号

明
治
の
文
豪
、
島
崎
藤

村
田
く
「
人
に
は
三
智
が

あ
る
。
『
学
ん
で
得
る
智
』

『
人
と
交
わ
っ
て
得
る
智
』

『
体
験
に
よ
っ
て
得
る
智
』

で
あ
る
。

今
や
、
ゲ

l
ム
機
に
隈

ら
ず
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の

普
及
や
テ
レ
ビ
放
送
の
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
化
な
ど
高
度

情
報
化
社
会
の
波
は
、
個

人
生
活
の
中
で
も
ζ

く
当

た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
確
か
に
人

々
の
知
識
を
増
や
す
の
は

間
違
い
の
な
い
こ
と
で
、

そ
れ
ら
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
情
報
を
受

け
る
ば
か
り
で
は
、
そ
の
知
識
を

可''t'，1 宇lt I 1-Ir Z主b 『主ふ， e 

@ 

/

J人

Y

/
¥、
¥
ゆ
校
/

〆

'kι
刷、/
iii
/

V

¥

¥

ふ

γuw/一

知
恵
に
変
え
る
こ
と
が
苦
手
な
人

々
を
増
や
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
知
恵
と
は
、

知
識
を
駆
使
し
て
、
判
断
し
た

り
、
工
夫
し
た
り
、
物
事
を
伝
え

る

と

言
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
、
か
の
文
豪
が
い

う
『
体
験
に
よ
っ
て
得
る
智
』
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

体
験
活
動
で
は
、
常
に
五
感
を

は
た
ら
か
せ
、
そ
の
過
程
を
通
じ

て
知
識
を
知
恵
に
変
え
る
活
動
で

あ
り
、
生
き
る
力
の
原
動
力
に
な

る
も
の
と
考
え
る
。

家
庭
内
で
も
様
々
な
体
験
活
動

が
で
き
る
。
茶
碗
洗
い
や
庭
掃
除

な
ど
、
毎
日
の
生
活
の
中
か
ら
そ

の
子
供
に
適
し
た
仕
事
を
与
え
て

責
任
を
持
た
せ
、
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。 日

，‘ 

• • 
併
な
れ
、
は
』

五
輪
に
連
続
出
場
の
鈴
木
君

長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ボ
ブ
ス

レ

l
競
技
に
出
場
が
決
ま
っ
た
鈴

木
寛
君
は
「
自
分
が
育
っ
た
今
金

町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
気

込
み
ゃ
取
り
組
み
が
充
実
し
て
い

ま
し
た
。
ス
キ

l
少
年
団
や
野
球

な
ど
を
伸
び
伸
び
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
幸
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
が
が
ん
ば
る
こ
と
で
子
供
た

ち
の
励
み
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鈴
木
君
は
、
八
束
で
生
ま
れ
育

ち
、
今
金
中
と
室
蘭
大
谷
高
で
は

野
球
部
に
所
属
し
、
何
度
も
全
道

大
会
に
出
場
。
中
学
で
は
、
陸
上

で
も
大
変
な
活
躍
ぶ
り
で
し
た
。

ボ
ブ
ス
レ

l
は
、
高
校
の
と
き
に

教
育
実
習
生
の
方
に
勧
め
ら
れ
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
仙
台
大
学
に

進
学
後
2
年
で
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五

輪
に
出
場
し
、
今
回
の
長
野
に
も

連
続
し
て
選
ば
れ
る
快
挙
を
成
し

と
げ
ま
し
た
。

社
会
人
と
な
っ
た
現
在
も
世
界

に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、

町
の
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
好

影
響
を
も
た
ら
し
、
夢
を
育
て
て

い
く
う
え
で
も
大
変
意
義
が
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
町
に
ロ
団
体
3
2
0
名

が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
し
、

回
名
の
指
導
者
に
よ
り
活
発
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
第
2
、

第

3
の
五
輪
選
手
の
誕
生
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鈴
木
君
が
出
場
す
る
2
人
乗
り

競
技
は

2
月
凶
日
の
予
定
で
す
。

子
供
た
ち
と
と
も
に
町
民
み
ん
な

で
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

三

四
八
八

る寄~~壱J語句

最
古
の
地
質
図

(
そ
の
1
)

〈文化財源訪20)

下
の
地
図
は
、
1

8
6
2
年
に
渡
島
半

島
を
調
査
し
た
ア
メ

リ
カ
人
地
質
学
者
パ

ン
ペ
リ
ー
が
描
い
た

ル
l
ト
ス
ケ
ッ
チ
と

い
う
地
質
図
の
一
種

わ
た
し
た
ち
の
生
涯
学
習

金
原
小
学
校
野
鳥
観
察
ク
ラ
ブ

は
平
成

8
年
日
月
に
学
校
の
必
修

ク
ラ
ブ
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

8
年
度
当
初
は

4
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平
成

9
年

度
は
希
望
者
が
増
え

8
名
の
ク
ラ

フ
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

バ
ー
ド
テ
ー
ブ
ル
の
製
作
と
設

置
、
毎
日
の
エ
サ
や
り
と
観
察
・

記
録
、
探
鳥
会
が
主
な
活
動
で
す
。

最
初
は
バ

l
ド
テ
ー
ブ
ル
に
鳥
を

呼
ぶ
の
に
苦
労
し
、
米
粒
を
導
火

線
の
よ
う
に
ま
い
て
、
ま
ず
ス
ス

生
涯
学
習
社
会
に
生
き
る
豊
か

な
心
と
、
健
康
な
生
活
を
築
く
知

識
の
習
得
を
と
、
次
に
よ
り
合

同
町
民
学
級
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
学
級
は
、
学
級
生
の
皆
さ

ん
が
自
由
な
諜
題
を
選
ん
で
、
主

体
的
に
様
々
な
学
習
や

を

研
修
を
し
て
お
り
、
現

日

在
各
地
域
に
日
団
体
が

台
M

あ
り
ま
す
。

参

船

教
育
委
員
会
で
は
、

こ

市

単

位
学
級
生
が
一
同
に

L
M
会
し
て
日
頃
の
学
習
成

軽

判

巣
や
情
報
の
交
換
、
合

-
丸
民

同
研
修
の
機
会
を
提
供

左

Y
町

す
る
た
め
、
年
一
回
合

ち

同

同
町
民
学
級
を
開
催
し

司

合

3
記

こ

て

い

ま

す

。

E.，
日

今
年
度
は

『今
金
い

町
可
児

き
い
き
学
園
』
の
閉
講

hz〈
式
も
兼
ね
、
高
齢
化
社

t
究

会
に
地
域
や
家
庭
で
ど

一

う

対

処

し

た

ら

よ

い
か

ー
を
主
テ
ー
マ
に
講
師

を
招
い
て
学
習
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
一
般
町
民
の
方
々
の
参
加

も
大
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

O
日
時

2
月
日
日
(
日
)
、
午
前

9
時
日
分

1
日
時

ω分

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

O
会
場

で
す
。
当
時
日
本
は
江
戸
時
代
の

末
期
で
、
こ
の
調
査
報
告
は
中

国

・
蒙
古
・
日
本
の
探
検
記
録
的

な
要
素
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
限

ら
れ
た
地
域
な
が
ら
地
質
学
的
記

メ
を
お
び
き
寄
せ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
毎
日
、
ス
ズ
メ
の
他
、
ヒ

ヨ
ド
リ

・
シ
メ
な
ど
の
野
鳥
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
こ

こ
を
N

金
原
野
鳥
ラ
ン
ド
d

と
名

づ
け
、
観
察
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
冬
は
昨
年
に
比
べ
、
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
・
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

・
コ

ガ
ラ

・
ヒ
ガ
ラ
な
ど
の
カ
ラ
類
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
野
鳥

ラ
ン
ド
は
音
楽
室
の
窓
の
す
く
近

く
に
あ
り
、
図
鑑
で
は
知
る
こ
と

の
出
来
な
い
羽
恨
の
色
、
し
く
さ
、

鳥
の
世
界
の
序
列
を
目
の
あ
た
り

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

• • O
演
題

支
え
合
い
で
生
き
る
高

齢
化
社
会

立
野
新
平
氏
(
北
海
道

ぼ
け
老
人
を
支
え
る
家

族
の
会
会
長
)

O
町
百
年
記
念
発
表

大
判
紙
芝
居

『
今
金
物
語
』

グ
ル
ー
プ
じ
ゃ
が
い
も
の
花

O
講
師

新刊図量目錦
[丹羽文庫]

432  

日 世気日
本界象本
歴史の民
史事大具
人典百辞
物 科典
事
奥

録
が
し
っ
か
り
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
1

8
7
0
年
代
に
は
ブ
レ

ー
キ
や
ラ
イ
マ
ン
な
ど

の
お
雇
い
外
国
人
科
学

者
に
よ
る
開
拓
使
の
鉱

産
資
源
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
地
図
は
、

東
ア
ジ
ア
で
初
め
て
出

さ
れ
た
地
質
図
で
し

た
。
渡
島
半
島
は
こ
の
よ
う
に
東

洋
の
地
質
学
的
研
究
に
と
っ
て
輝

か
し
い
第
一
歩
が
記
さ
れ
た
ρ
歴

史
的
H

な
地
域
な
の
で
す
。

(10) 

楽
し
み
が
子
供
か
ら
子
供
へ
、
子

供
か
ら
大
人
へ
、
学
校
か
ら
地
域

ぉ

へ
と
拡
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

常"""""""'=~叫N

醒豆プ1導，社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

8 ̂  2 日 目
(日)C

道
ス
ポ
冬
期
大
会

な

?ω
北
桧
山
町

杭

8
日
間
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

雷

「カ
タ
チ
の
不
思
議
」

番

は
1
日
日
集
ま
れ
チ
ビ

ツ
子
今

嗣

金
雪
だ
る
ま
塾
、
学
習
セ

は

日
日
間

合
同
町
民
学
級
並
び
に

澗

い
き
い
き
学
園
開
講
式

判

9
・
同
町
民
セ
ン
タ
ー

時

幻
日
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日
出
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究
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と
氷
の
不
思
議
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日勾，.

8 8 1会
日 日日 高

9 • (日) I~hn ---， ( 日日)G
フ牧]オ 9

005T年五地日塁
美 l回山し域 協

利 大ジ物む研町文
I町会ュ」か究尽合
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キ ア のミン文
l カ 特ナタ化
場ツ産 I I祭

いじめなどの事iみ補講は、
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固
定
資
産
評
価
委
員
に

相
原
博
夫
さ
ん
選
任

相
原
博
夫
さ
ん
(
南
栄
町
・
臼

歳
)
が
新
た
に
固
定
資
産
評
価
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

相
原
さ
ん
は
、
生
亀
勇
さ
ん
の

退
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に
伴
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も
の
で
、
任
期
は
平

成
附
年
1
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初
日
か
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平
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年

1
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ま
で
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3
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間
で
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台
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縦
覧

に
つ
い
て

平
成
川
年
度
固
定
資
産
台
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縦
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ずナ

役
場
税
務
課
《
税
務
課
》

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

3
月
以
降
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

。

3
月
日

日

は

時

1
げ
時

は
日

9
時

1
U時

な
お
、
北
徳
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が
取

り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日

以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
1
2
6
0
7
3
5
 

.
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
八
雲

大
谷
長
時
さ
ん
が
人
権
擁
護

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
を
受
け
、
児
童

・
生
徒
の

い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の
い
ざ

こ
さ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、
登

記
、
相
隣
関
係
、
身
近
な
法
律
問

題
や
人
権
問
題
等
の
心
配
ご
と
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

職

員
の
派
遣

に
つ
い
て

， 

(保健福祉税他成づくり ー国保係)

• • 

個別に案内いたします.

生後3、 6、 9力月児

2カ月9e

生後4、7，¥0、 12カ月児

生後3歳 I、

-麻諺予防接種お知らせ
，17 
!JJ 
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:fIi 
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7
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北
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室
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麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の

密
輸
防
止
に
ご
協
力
を
!

麻
薬
や
党
せ
い
剤
等
の
汚
染
が

拡
大
し
、

乱
用
者
も
主
婦
や
高
校

生
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

税
関
で
は
、
他
の
取
締
り
機
関

や
世
界
各
国
の
税
関
な
ど
と
協
力

し
て
日
夜
、
水
際
で
の
取
締
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

2
月
は
「
薬
物
乱
用
事
犯
取
締

強
化
月
間
」
と
し
て
全
国
一
斉
に

• • 頑
張
っ

特
別
取
締
り
を
実
施
し
ま
す
。

麻
薬
・
党
せ
い
剤
等
に
関
し

て
、
自
に
し
た
り
耳
に
さ
れ
た
情

報
を
、
ど
ん
な
さ
細
な
こ
と
で
も

結
椛
で
す
の
で
最
寄
り
の
税
関
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

密
輸

1
1
0番

0
1
2
0
4
6
1

9

6

1

 

函
館
税
関

。
訂
正
と
お
詫
び

1
月
号
の

2
・
3
P
の
欄
で
渡

辺
祐
治
さ
ん
は
渡
部
祐
治
さ
ん
の

あ
や
ま
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

て
い
ま
す
!
双
葉
の
会

1
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
ご
紹
介

1

月
に

l
回
、
総
合
福
祉
施
設
の

保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
レ
ク

レ
l
シ
ョ
ン
や
陶
芸
な
ど
の
手
作

業
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
い
ま

す。
双
葉
の
会
の
皆
さ
ん
で
、
脳
卒

中
と
い
う
病
気
で
障
害
を
も
ち
な

が
ら
も
、
同
じ
病
気
を
も
っ
人
と

の
交
流
や
、
楽
し
い
時
間
の
ひ
と

と
き
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

季
節
に
合
わ
せ
て
ク
リ
ス
マ

ス

の
リ
ー
ス
作
り
や
年
賀
状
作
り

・

パ
ス
旅
行
も
あ
り
、
平
成

9
年
度

は
瀬
棚
町
の
皆
さ
ん
と
の

2
度
目

の
交
流
会
も
あ
り
ま
し
た
。
毎
年

文
化
祭
や
健
康
福
祉
ま
つ
り
な
ど

に
も
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

障
害
を
抱
え
て
、
な
か
な
か
外

出
の
機
会
も
な
く
な
ん
と
な
く
、

家
で
過
ご
す
こ
と
が

多

い

そ

ん

な
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
ヮ
ま
ず
は
、
同
じ
病
気
を
抱

え
た
仲
間
と
の
月
に

1
回
の
交
流

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
?
「
と

し
べ
つ
」
の
保
健
婦
他
ス
タ
ッ
フ

が
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

1
カ
月
お
き
に
札
幌
か

ら
訓
練
の
先
生
に
来
て
も
ら
い
、

主
に
双
葉
の
会
の
メ
ン
バ
ー
の
お

宅
に

『訪
問
リ
ハ
ビ
リ
』
と
し
て

伺
っ
て
い
ま
す
。

機
能
が
ど
の
く
ら
い
保
た
れ
て

い
る
か
、
注
意
す
べ
き
点
や
行
っ

た
方
が
よ
い
体
操
は
、
家
屋
の
状

況
は
、
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談

や
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
双
葉
の
会
で
は

楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た

訪
問
等
で
の
訓
練
の
先
生
へ
の
相

談
を
通
し
て
身
体
的
に
も
、
心
の

面
で
も
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
集
ま
り
で
す
。

脳
卒
中
と
い
う
病
気
で
の
障
害

は
、
そ
れ
を
持
ち
な
が
ら
い
か
に

生
活
し
て
行
く
か
が
大
切
で
す
。

双
葉
の
会
の
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
同
じ
脳
卒
中
と
い
う
病
気
の

方
、
興
味
の
あ
る
方
は
総
合
福
祉

施
設
と
し
べ

つ
内
保
健
婦
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
2
2
7
8
0
 

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)
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。g。令令自孟やや今休日当番医

前月対比

(ム8)
(ム 2)

3， 787人(ム6)

2， 653世帯(L';6 ) 

12月末現在B 2 -0221 今金町立国保病院(今金)2月1日

B4-5011 道南ロイヤル病院(北崎山)8日

7， 292人

3， 505人

人口

男

女

世帯数

B 2 -0057 岩間医院(今金)11日

B4 -5321 北倫山町立国保病院(北倫山)15日

B 2 -0221 今金町立国保病院(今金)22日

図おたんじようおめでとう

12月2日(保設者 幸喜)高美II/T

章 郎)八束初回

規久志)中里

康 二)南栄II/T 。
人)高美町

行)東 11可

健

寿

12月18日(保護者

12月19日(保護者

12月25日(保護者

12月14日(保護者

12月15日(保護者

之)東II/J雅12月29日(保護者

一)末広町宏1月5日(保護者

ん

ん

ん

ん

ち

ち

ち

色

と斗
み未
ぃ威
え恵

止百
小
叫
愛
う
央
叫
朋

と
斗山下
谷

j宰回

上村

伊藤

三浦

高年4日1日からは、
定年制12ついては
60歳以上とする之とが
義務l之なります。

d 

川原

馨一郎)高美町1月7日(保護者

固いつまでもおしあわせに

% 佐藤彰均九(寒昇)=湯浅
川

平成10年4月 1日からは、事業主が定年の定め

をする場合にはその定年は60歳を下回ることがで

きなくなります。これは、新たに定年制を設ける

神丘新興

八幡町

神丘西部

春日井

42歳上稲穂

1月19日受付分まで

事業主はもちろん、既に定年制を定めている事業

主についても問機です。

平成10年4月1日以降、 60歳を下回る定年は無

十河ゆきみhん
かずき

竹内 一輝ち九
どい e

大貴~ん
.ょうへい

恭平色ゃん
こずえ

梢衣ちゃん

12月15日

12月26日

感て

光ラ
効となり、定年を理由として労働者を退職させる

48歳

12月30日

1月5日

武フ

保久さん

佐々木桂子さん

ことができなくなりますので、 60歳を下回る定年

l月7日早急に60歳以上を定めている事業主にあっては、

の定年に改めましょう。

( 14) 

平成9年分農業所得 ・一般確定申告相談日程表 確定申告の相談日程

171没業所得申告相談日 次の日程で、税務署の職員が計算方法や

月 日 股 事 組 ぷE2Ag 名 申告書の書き方などの相談に応じておりま

2月16日 午午後前 下稲聴 上種川 下トマンケシ 八東宮台の下
す。最寄りの会場にお気軽においで下さい。

台土曜日・日限日及び祝日は、税務署は
(月) 下農田上鈴金神丘中台上金原光

17日 午午後前金文住中春日井美利河奥種川 原
閉庁しておりますが、申告書等を提出

(火) 御影上田代八鈴八束初回八東南
される方のために「時間外収受ポスト」

18日 午午後前花石 中トマンケシ 些受 鈴岡第一
を設置しています。

(水) 世田中央。下種川 上白石八束更生 地区 相談会場 日 手呈 時 間

19日 午午後前空軍昇金原旭下白石神丘高台神丘新興 今金 町
役場中 3月2日(月)
会議室 . 3日(火)

(木) 住吉 fl]1穏鈴岡第一 上種川 (A) 北槍山 2月25日(本)午前10時~
20日 午午前後 上稲聴日進神丘中央金原昭和卜マンケシ鈴岡下台

北槍山町
消防箸 .26日(木) 午後4時

(金) 中里金原宮前南些受 瀬棚町
役場
2月27日(金)

23日 午午後前 上豊田 田代種川宮前
会議室
2月16日(月)午前91時~

(月) 八東栄神丘共和鈴金鈴川イマヌエル 1211寺

す一般確定申告納税制談
八雲税務署 3月16日(月)午後l時~

2 月 25 日 (水)~3 月 16 日 (月) まで(午前 9 時~午後 3 時30分)
毎週土曜日 411寺
日曜日を除く

。相談会場 役場3階会議室(土曜日 ・日曜日を除く) ※正午から午後 l時までは昼休みとなっています.
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